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価値論 a
火３　高橋久一郎先生
キーワード：　価値についての知識　反ー実在論　メタ倫理学
  ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。
Web  授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。
 Japan Knowledge　ジャパンナレッジ　【学内限定】
→ 「日本大百科全書」「日本人名大辞典」などいくつもの辞典をまとめて検索できるデータベースです。 上に挙げたキーワード
から言葉を拾って検索してみましょう。他にも分からない用語は調べておきましょう。
 The Internet Encyclopedia of Philosophy 【http://www.iep.utm.edu/】
→ 哲学に関するオンライン百科事典で、記事には査読があるため信頼性があり、入門編として適しています。（英語）
図書  本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。
知識の哲学に関する図書は、分類番号が「115」、倫理学に関する図書は「150」の書棚にありますので、直接その場所に行っ
て、どのような本があるのか手にとってみましょう。特に本館閲覧室2階［案内図］のNo.4の辺りにたくさんあります。
★のついている図書は、授業期間中（10月～2月)は本館1階 授業資料ナビコーナーにあります。
 『善と悪 : 倫理学への招待』（岩波新書） 大庭健著 岩波書店 2006.10
→ 道徳的な判断に客観性はあるのか、道徳の原理とはどのように存在しうるのかなどの問題を論じて、倫理学の基本を説い
ている図書です。
★【本館閲覧室4階小型 150/ZEN】
 『知識の哲学』 戸田山和久著 産業図書 2002.6
→ 大学1年生をターゲットとした哲学教科書シリーズの1冊で「知識の哲学」（認識論）を平易に解説しています。
【本館閲覧室2階 115/CHI】
 『問い』(岩波応用倫理学講義７) 高橋久一郎ほか執筆 出版者 2004.9
→ 現代の倫理学について口語体で書かれている第I章「講義の7日間」、多岐にわたる倫理学の様相・キーワード等をまとめ
た巻末の「応用倫理学問題地図」など初学者にも親しみやすくなっています。
【本館閲覧室2階 150.8/IWA】
論文  関連する論文を読むとそのテーマについて詳しい情報や最近のものを読めば最新情報が得られます。
 「特集 倫理学と自然主義」『思想』 2004年5月号（961号）, pp.1～88
→ 岩波書店の雑誌『思想』の特集で、5人の研究者がそれぞれのテーマで執筆しています。
【本館雑誌閲覧室 10シ】
参考図書(辞書･事典等)  初めてのテーマは、百科事典や主題別の事典などでおおよその内容をつかみましょう。
「本館参考」にあるものは図書館内で利用して下さい。
『応用倫理学事典』 加藤尚武編集代表 丸善 2008.1
→ 倫理を大きく17の分野に分け、200名の応用倫理学の研究者が詳しく解説しており、応用倫理学を幅広く理解することがで
きる事典です。
【本館閲覧室2階 150.36/OUY】
 『現代倫理学事典』 大庭健 [ほか] 編集 弘文堂 2006.12
→ 生命・医療・環境・情報・政治・企業など人生に関わる様々な事象にまつわる倫理を詳しく解説しています。巻末に主要文
献も収録されています。
【本館参考 150.3/GEN】
 『事典哲学の木』 永井均ほか編集委員 講談社 2002.3
→ 1つの項目について詳細な説明と関連する項目が示されています。
【本館参考 103.3/JIT】【本館閲覧室2階 103.3/JIT】
 『岩波哲学・思想事典』 廣松渉ほか編 岩波書店 1998.3
→ 古今東西の哲学・思想と関連分野の事項・人名・書名から4150項目を厳選した事典。
【本館参考 103.3/IWA】【本館閲覧室2階 103.3/IWA】
倫理について考えてみる
知識の哲学に関する図書は、分類番号が「115」、倫理学に関する図書は「150」の書棚にありますので、直接その場所に
行って、どのような本があるのか手にとってみましょう。特に本館閲覧室2階［案内図］のNo.4の辺りにたくさんあります。
 『現代社会の倫理を考える』 加藤尚武・立花隆監修 丸善 2002-(順次刊行中)
→ 各巻は『○○の倫理学』というタイトルになっており、技術、 生命と医療、 経済、 マスコミなど様々な分野の倫理ついて、具
体的な問題に基づいて考えます。それぞれの分野に配架されていますので、蔵書検索で確認してください。
My Book List & Keywords 自分で見つけた図書や、実際に使った検索キーワードなどをメモしましょう。
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